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１．はじめに  

「次期学習指導要領等に向けたこれまでの

審議のまとめ（素案）のポイント」では，改

訂の基本方針として，「何を学ぶか」という指

導内容の見直しに加えて，「どのように学ぶか」

「何ができるようになるのか」の視点から学

習指導要領を改善することが示されている。

その中の「どのように学ぶか」では，「主体的・

対話的な深い学び」の視点から，学習過程を

改善することとされている。その方略として

のアクティブラーニング（以下 AL）が注目

を集めている。  

昨年度の研究では，世界史（歴史）を学ぶ

ことは，教師から与えられた解釈（＝歴史事

象）を覚えること，すなわち暗記するだけと

思われていること，その一つの原因として，

受験を意識した知識伝達型の授業が行われ続

けてきたことに着目した。また，世界史授業

へのＡＬの導入が進んでいない理由として，

大学入試対策の重視のために，時間の確保が

難しい，ＡＬの効果が不透明で実施する意義

が見いだせない，何をしていいのかわからな

い等の理由が挙げられていたことにも着目し

た。そこで，それらを改善したいと考え，研

究テーマを「アクティブラーニングを取り入

れた世界史授業－情報機器の効果的な活用を

通じて－」とし，授業改善に取り組んだ（石

坂，2015）。また，その際に ICT の効果的な

活用方法についても併せて検証した。  

その結果，ICT の活用はイメージがしやす

いことや記憶の定着に一定の効果があること

が認められた。また，AL を取り入れること

は，学習意欲の向上，歴史的思考力を育成す

ること，知識の定着に効果がある点で有益で

あるというデータを得ることができ，効果が 

 

期待できることがわかった。  

しかし，AL の効果の検証は週１時間の授

業においてであったため，継続して AL を行

うことでの効果は不明であったこと，ICT を

使って１時間の授業を構成することは，準備

するにあたり教員の負担が大きく，実施は可

能ではあるが，毎時間行うことは現実的に難

しいことなどが課題として残った。  

 筆者は世界史の授業を通じて，史資料を解

釈して過去について考察するとともに，現在

と過去の繋がりについて考察する歴史的思考

力を生徒に培いたいと考えており，昨年度の

研究の課題を踏まえつつ，今一度研究の方向

性を再考した。  

「次期学習指導要領等に向けたこれまでの

審議のまとめ（第２部）（国語，社会科，地理

歴史科，公民科」では，社会との関わりを意

識して課題を追求したりする活動を充実し，

知識や思考力を基盤として社会の在り方や人

間としての生き方について選択・判断する力，

自国の動向とグローバルな動向を横断的・相

互的に捉えて現代的な諸課題を歴史的に考察

する力を育むことを求めている。また，地理

歴史科における目標の在り方では「公民とし

ての資質・能力」を育成することを目指し，

その資質・能力の具体を「知識・技能」，「思

考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力・

人間力等」の三つの柱で示している。  

 これらのことも意識して，歴史的思考力の

育成を目指し，生徒が実際に歴史的思考を行

う活動を取り入れた，現実的に実施可能な授

業設計と単元設計を行い，その効果を検証す

ることとした。  

 



２．研究の目的  

本研究の目的は，世界史の授業で，歴史的

思考力を育成する単元設計と授業設計を考え

ることにある。それを通年実施し，その効果

を検証する。  

 

３．研究の方法  

  実習校 ：山梨県立 N 高等学校 

 実習期間：５月～１１月（原則週１日）  

 科目  ：世界史Ｂ  

 授業時間：５０分授業  

 対象  ：２年２・３組混合クラス  

 

４．単元・授業設計の基本方針  

本研究の目標は，世界史の授業で歴史的思

考力の育成を行うことである。歴史的思考力

とは，（１）過去にのこされた史料，過去につ

いての現在の資料を解釈する史資料解釈を行

うこと，（２）歴史的事象を関連づけ，過去に

ついて論理立てて述べる歴史記述を行うこと

を通じて，過去を理解することである。また，

それだけではなく，（３）過去と比較したり関

連づけたりして現在を理解することも重要で

あり，これらを合わせて歴史的思考力ととら

える。その基本構造は図１の通りである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 歴史的思考力のイメージ  

 

その育成のために，まず，１つの問いにつ

いて取り組むためのまとまりとして，単元を

位置づける。すなわち，単元ごとにメインク

エスチョン（以後 MQ）を設定することで学

ぶ目的を明確にした。  

それと同時に，生徒が歴史的知識を活用し

て取り組む歴史的思考の活動を重視するため，

歴史的思考力を育成する活動である「歴史ア

クティビティ（Historical Activity）」（以後

HA）を毎時間取り入れた授業を設定した。

HA には，主に３つのタイプがある。１つ目

は，「史資料解釈アクティビティ」で，過去に

のこされた史料，過去についての現在の資料

を解釈するものである。２つ目は，「歴史記述

アクティビティ」で，歴史的事象を関連づけ，

過去について論理立てて述べる（記述する）

ものである。３つ目は，「現在理解アクティビ

ティ」で，過去と比較したり関連づけたりし

て現在を理解するものであり，これらを単元

内に設定した。その際，大学入試対策上限ら

れた授業時間で一定の内容を確実に網羅する

必要があるゆえに，現実に実施可能な設計に

重点を置き，教師による知識の教授と生徒に

よる知識の活用とを結びつけることを強く意

識した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 単元設計イメージ  

 

以上に基づき，各単元では，図２のように，

冒頭の「単元を貫くテーマを設定する時間」

によって MQ を設定し「見通し」を行い，終

末の「単元を貫くテーマを解く時間（HA）」

によって振り返りを行い，さらに，「現在を理

解する時間（HA）」で学習成果を活かす構成



とした。    

また，各時間では，前時の復習小テストの

後，授業開始前に MQ と HA を確認して「見

通し」をつけ，教師主導の「基礎をつくる時

間」，生徒主体の「知識を活用する時間（HA）」

を設け，さらに，「発展と振り返りの時間」を

おき，最後に OPP シート記入の時間で「振

り返り」を行った。このような小テストから

OPP シート記入までを基本単位として，これ

を繰り返すことで単元を展開させた。「見通し

と振り返り」は，自主的に学ぶ態度を育むこ

と，学習意欲を向上させることにつながり，

また，事前に見通しを立てたり，事後に振り

返ったりすることで学習内容の確実な定着が

図られ，思考力・判断力・表現力の育成にも

つながるとされており（大分県教育委員会

HP），授業・単元設計においてこのサイクル

を組み込んだ。   

以上を基本方針とし，年間を通じて実践し，

アンケート結果や生徒の OPP シートの記述

内容，定期テスト記述問題の回答結果や記述

などから，その効果を検証する。  

 

５．具体的な単元・授業設計  

図２の単元設計イメージに沿って，実践し

たイスラーム単元（前半）を例に挙げながら

詳細を説明する。  

（１）単元を貫くテーマ（MQ）を設定する  

時間（５０分）  

単元を貫くテーマへ辿り着くための時間で

ある。生徒自身が，テーマを設定できること

が望ましいが，高校で世界史を初めて学ぶ生

徒の知識は，皆無または断片的であり，先を

見通して単元を貫くテーマを設定することは

困難である。ゆえに，教師が主導し，予定し

たテーマに行きつくような史資料を使い，

MQ を設定した。  

また，｢単元を貫くテーマ（MQ）｣を設定

した後は，毎回プリントに明示すると共に授

業の冒頭で必ず触れることで，「見通し」を持

って授業に参加できるようにした。プリント

の表面は，イスラームについての知識につい

て問い，興味・関心を高めると共に，裏面で

は６世紀と７世紀のアラビア半島の地図を比

較し，「なぜ小さな宗教集団（イスラーム教）

は巨大な帝国を築くことができたのか｣を

MQ として設定した（図３）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 単元を貫くテーマ設定プリント  

 

（２）小テスト（５分）  

石坂（2015）で述べた通り，授業以外で世

界史学習をほとんどしていないため，復習の

機会を設けた。前時の終わりに，出題箇所（重

要な箇所）を伝達しておき，出題は口頭で前

時の流れを確認しつつ，５問程度出題する。

知識の定着を図り，復習を習慣化することで，

受験にも対応させた。また，満点を取らせる

ことが重要であり，達成感を感じることで意

欲を高めることが期待できる。    



（３）基礎をつくる時間（２０～２５分）  

授業の開始前にプリントの冒頭に明記され

ている MQ を必ず確認し，本時の HA を予告

してから説明に入る。そうすることで「見通

し」を持って授業に臨むことができる。  

生徒は世界史の知識はほとんどないため，

受験へ対応可能とするためには，基礎をつく

る必要があり，教科書内容の説明は必須であ

る。ゆえに，知識を教授する時間を授業の前

半で確保する。従来の授業より，説明時間が

少ないため，重要ポイントを重点的に説明し

つつ，教師の話す時間が長くならないよう，

精選された説明が必要である。また，そのた

めに ICT 活用が有効であり，史資料の提示，

地図の確認などに活用する（図４）。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 授業プリント  

 

（４）知識を活用する時間（HA）（１０分） 

毎時間必ず HA（史資料解釈アクティビテ

ィ，歴史記述アクティビティ）を行う。その

際，テーマは本時の「基礎をつくる時間」で

学んだ知識を活用するものとなるように心が

ける。その際，できるだけ MQ に関連するも

のとなるようにすることが重要である。  

HA 後は，必ずペアないしグループで考え

たことを共有する。そうすることで，多様な

考え方に触れることができ，新しい視点や考

え方を得ることができる。表１はイスラーム

単元で行った HA の一覧である。  

単元  
時

数  

プリン

ト№  
HA 内容  

イ
ス
ラ
ー
ム
（
前
半
） 

1 27 
ＭＱの設定『なぜ小さな宗教集団（イスラー

ム）は，巨大な帝国を築くことができたのか』 

2 28 
なぜイスラームはアラブ人に受容されたの

か，地図と時代背景から考えてみよう。  

3 29 
写真から大征服活動を読み取ろう。  

（教会内のレリーフから何が読み取れるか。） 

4 30 
なぜ首都バグダードはこの場所につくられ，

円形なのか考えてみよう。  

5 31 

ＭＱ『なぜ小さな宗教集団（イスラーム）は

巨大な帝国を築くことができたのか』につい

て考えよう。  

6 32 

イスラーム世界の女性について考えよう。  

（ブルキニを着用することは許されないの

か。）  

イ
ス
ラ
ー
ム
（
後
半
） 

1 33 
ＭＱの設定  

『なぜカリフの権威は低下したのか』  

2 34 
なぜカリフはマムルーク（トルコ人奴隷）を

重用したのか。  

3 35 
イクター制のメリットとデメリットを考えよ

う。（イクター制が与えた影響は何か。）  

4 36 

絵画から読み取ろう。  

（十字軍とイスラム軍の絵画を比較し，その

違いは何か読み取ろう。）  

5 37 
なぜ神との一体感を求めたスーフィズムが広

がったのか。  

6 38 
マンサムーサがイスラーム世界に与えた影響

は何か。  

7 39 
ＭＱ『なぜカリフの権威は低下したのか』に

ついて考えよう。  

8 40 

イスラーム世界のスンニ派とシーア派の関係

は，現代世界にどのような影響を及ぼしてい

るか。  

表１ イスラーム単元 HA 一覧表  

 

その中で，プリント№29 で行った HA を例

にあげる（図５）。  

キリスト教の教会内レリーフの写真から，

顔が削られていることに着目し，イスラーム

の特徴である偶像崇拝の禁止を読み取り，大

征服活動中にイスラームが支配下においた教

会を使用していたことに気付くことを目標と

した。生徒は次の記述のように，学んだ知識

を活かし，イスラームの特徴をとらえること

ができた。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ HA 部分の拡大図  

 

生徒の HA 記述  

・上半身が欠損している（男子生徒 A）  

・顔がないのは ,イスラームは偶像崇拝して

はいけないから。（女子生徒 B）  

 

（５）発展と振り返りの時間 (５～１０分) 

 HA 終了後，整理や補足を行う。関連する

ことを取り上げて補足することで，知識の定

着や深化が期待できる。そのために，プリン

ト№２９の HA に関しては，ハギア＝ソフィ

ア大聖堂を例に挙げた（図６）。内装に注目す

るとアラビア語がかかれているが，天井には

キリスト教のモザイク画が見え，イスラーム

がキリスト教の教会を利用していたことがわ

かる。このように，HA で行ったことと類似

した例を挙げたり，関連性があることを例に

挙げて整理する。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 発展と振り返りの資料  

（６）OPP シート(振り返り)（５分）  

授業の終わりに，OPP シートを記入させる

ことで「振り返り」をさせる（図７）。これに

より，生徒自身が本時の学びを整理できる。

また，記述から生徒が授業を通じて何を感じ，

考え，疑問に思ったのか把握できると共に，

次回実施の改善点を把握することができる。 

また，単元の始めと終わりの記述からは，

生徒の変容をみとることができる。  

 

図７ OPP シート  

 

（７）単元を貫くテーマを解く時間（５０分） 

単元終了時，設定したテーマ（MQ）を１

時間かけて解く（歴史記述アクティビティ）。

その際，個人思考の後，グループワークを行

い，お互いの意見を共有すると共に，グルー

プの意見として集約して発表することで，ク

ラス全体で共有することを原則とした。難易

度が高いため，記述させる際は，ヒントを与

え，ステップアップ方式で記述させるプリン

ト図８を作成し，実施した。  

 ステップ１では，５つの記述ポイントを示

し，単元内の該当する箇所を抜き出させる。

ステップ２ではそれを元に自分の言葉で文章

化させ，考えを整理させる。ステップ３では，

グループをつくり，お互いの考えを発表し合

い，共有すると共に，グループでの答えをホ

ワイトボードに記入する。それを発表し，ク

ラス全体で共有すると共に，新しい考えをス

テップ４に記入する。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 「単元を貫くテーマを考える時間（HA）」の

MQ 回答プリント  

 

（８）現在を理解する時間（５０分）  

単元終了毎に行う活動であり，単元を通じ

て学んだことを活かし，現代の問題を考える

（現在理解アクティビティ）。現代で起こって

いる問題は過去と繋がっていることを実感さ

せると共に，教科書にはない視点に触れ，見

識を深める機会とする。  

ここでは，フランスで起きた，イスラーム

の女性が着用する水着である，ブルキニの着

用禁止を取り上げた。さまざまな立場の報道

や議員の発言と歴史的背景を踏まえて考察さ

せると共に，グループでお互いの意見を交換

させた。その後，そこからイスラーム女性の

立場や生活についてはどうなのか学ぶ活動を

行なった（図９）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 現在を理解する時間のプリント  

 

６．結果と考察  

 7 月と１月の 2 回，研究について，質問紙

によるアンケートを実施し，その回答から分

析した。また，第 2 回，第 3 回の定期試験の

記述問題や OPP シートから歴史的思考が深

まっているか検証を行った。  

（１）アンケート結果から  

「HA について最も近いものは何ですか。」

との問いに対し，全員が１，２を選択してお

り，生徒の記述からも HA に対し肯定的に捉

えていることが伺える。また，1 月の方が「と

てもよい」が増加しており，回を重ねるごと

に生徒がその意義を理解しつつあることが推

察される（表２）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ HA について最も近いものは何ですか  



「単元を貫くテーマ（MQ）を設定するこ

とについて，最も近いものはどれですか。」と

の問いに対し，７月には「わからない」と答

えていた生徒も，１月では全員が１，２を選

択した。また，7 月と比較しても，「とてもよ

い」が増加しており，多くの生徒がその良さ

を実感していることがうかがえる（表３）。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 単元を貫くテーマ（MQ）を設定することに

ついて，最も近いものはどれですか  

 

「HA を行うメリットは何だと思います

か。」との問いに対し，「多角的な視点を培え

る」が３１％と最多であり，次に多かったの

は「知識の定着につながる」の２７％であっ

た。生徒は HA 場面のことを思いだしたりす

ることで，関連する知識も思い出すと述べて

ており，HA は知識の定着にも貢献している

可能性がある（図１０）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０  HA を行うメリットは何だと思いますか

（２つを選択） 

「以前より歴史の勉強は大切だと思うよう

になりましたか」との問いに対し，「そう思う」，

「どちらかといえばそう思う」と全員の生徒

が回答した（図１１）。これは，暗記科目とい

う生徒の意識が変化しつつあり，HA や MQ

がその役割を果たしていることが考えられる。

また，記述からも歴史を学ぶ意義を感じてい

ることが推察されており，今後の励みとなる

結果となった。  

 

 

 

 

 

 

図１１ 以前より歴史の勉強は大切だと思う 

ようになりましたか 

 

 

（２）定期テストと OPP シート記述から  

定期テストの記述からも変化をみとること

ができる（表４）。第 2 回，第 3 回の定期テ

ストを比較すると，ほぼ全員が記述問題に回

答するようになっており，誤答者数が激減し

ている。完答（満点）ではないにしろ，部分

点をとる生徒が増加したことを表している。

毎回 HA を行う中で，知識を活用することと

自分の考えを記述することに慣れたことが要

因であると考えられる。発展問題の初見の問

題に対しても，５名が完答しており，問題と

学んだことを結びつける力がついてきている

様子が伺える。  

単元を終えての感想より  

・過去は大事で歴史を学ぶということは，私た

ちのイメージや考えも変わるのでしっかり

学ぶべきだと思う。  

 

・イスラーム教がこんな奥が深いものだとは正

直思って  いませんでした。最近できた危な

いことをする人達と勝手に決めつけて偏見

を持っていた自分が恥ずかしくなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 定期テスト記述問題の変化  

 

OPP シートからも生徒の変化をみとるこ

とができる（表５）。授業の前と後を比較する

と，多少の間違いはあるが，学んだことをま

とめた記述ができるようになっており，歴史

的思考力を育成することができていることが

推察される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 単元前後の記述比較  

 

７．成果  

 今回の研究成果として，以下の６点を挙げ

ることができる。第一に，生徒が知識を活用

して，歴史的思考に取り組み，自分なりの考

えを持つことができるようになりつつある。

第二に，生徒は HA を通じて，他者の考えや

意見を共有することが，視野を広げることに

つながっていることを実感している。第三に，

OPP シートや定期テストの記述問題などの

記述量が増えた。（考えをまとめ，表現するこ

とができるようになりつつある。）第四に，単

元という単位でまとまりある授業ができてい

る。（見通しと振り返りを組み込んだ設計がで

きている。）第五に，無理のない現実的（実施

可能）な授業改善ができている。第六に，生

徒が歴史を学ぶことの意義に気づきはじめこ

とである。  

 

８．課題  

 今後の課題としては，以下の３点が挙げら

れる。第一に，各時間の HA の改善。HA を

MQ とより明確に関連づけることが必要であ

る。また，時間内で収まる，生徒の思考が及

ぶテーマ設定を行う必要があり，質の向上を

していく必要がある。第二に，｢基礎をつくる

時間｣は教師の説明に留まりがち。生徒には既

有知識がなく，知識を教授することは必須で

あるが，生徒がより主体的に学習できる方法

を検討する余地がある。第三に，知識を活用

し，表現する力の向上。定期試験ではＨＡの

類似問題は記述できるが，初見の資料に対し

て，学んだ知識を応用して解く発展問題の記

述ができる生徒が少なかった（５ /１８人）。

学んだ知識を活用し，考えを結びつけ，表現

する力をつけさせる必要がある。  
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